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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
容量性ＥＬ素子を画素とするドットマトリクス型のＥＬディスプレイを駆動するもので、
　前記ＥＬ素子の一端側に走査電圧を印加する走査側駆動回路と、
　前記ＥＬ素子の他端側にデータ電圧を印加するデータ側駆動回路と、
　前記ＥＬ素子の両端に印加される前記走査電圧と前記データ電圧との合成電圧の極性を
、１回の垂直同期期間（以下、この期間に前記ＥＬディスプレイによって表示されるもの
を「画面」と称す）毎に交互に反転させると共に、連続する奇数個の画面の集合を１つの
階調表示単位として、且つ、前記ＥＬ素子が発光する画面毎に前記合成電圧の極性が反転
するように、前記画面の集合に含まれる各画面の発光／非発光状態を選択して階調表示制
御を行う表示制御回路とを備え、前記表示制御回路は、階調表示単位の画面数を、階調数
をｘとすると、（２ｘ－３）に設定することを特徴とするＥＬディスプレイ表示装置。
【請求項２】
　前記表示制御回路は、前記合成電圧の印加時間を変化させるパルス幅変調制御も同時に
実施可能に構成されることを特徴とする請求項１記載のＥＬディスプレイ表示装置。
【請求項３】
　前記表示制御回路は、一方の電極に印加する電圧のパルス幅を１階調表示単位にわたる
連続した画面について順次変化させるように繰り返し出力し、他方の電極に印加する電圧
のパルス幅は前記一方の電極に印加する電圧の最大パルス幅で一定として、その他方の電
極に前記電圧を印加するタイミングを選択することで前記パルス幅変調制御を行うことを
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特徴とする請求項２記載のＥＬディスプレイ表示装置。
【請求項４】
　容量性ＥＬ素子を画素とするドットマトリクス型のＥＬディスプレイを駆動制御する方
法であって、
　前記ＥＬ素子の両端に印加される走査電圧とデータ電圧との合成電圧の極性を、１回の
垂直同期期間（以下、この期間に前記ＥＬディスプレイによって表示されるものを「画面
」と称す）毎に交互に反転させると共に、連続する奇数個の画面の集合を１つの階調表示
単位として、且つ、前記ＥＬ素子が発光する画面毎に前記合成電圧の極性が反転するよう
に、前記画面の集合に含まれる各画面の発光／非発光状態を選択して階調表示制御を行う
場合に、
　前記階調表示単位の画面数を、階調数をｘとすると、（２ｘ－３）に設定することを特
徴とするＥＬディスプレイの駆動制御方法。
【請求項５】
　前記合成電圧の印加時間を変化させるパルス幅変調制御も同時に実施することを特徴と
する請求項４記載のＥＬディスプレイの駆動制御方法。
【請求項６】
　一方の電極に印加する電圧のパルス幅を１階調表示単位にわたる連続した画面について
順次変化させるように繰り返し出力し、他方の電極に印加する電圧のパルス幅は前記一方
の電極に印加する電圧の最大パルス幅で一定として、その他方の電極に前記電圧を印加す
るタイミングを選択することで前記パルス幅変調制御を行うことを特徴とする請求項５記
載のＥＬディスプレイの駆動制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、容量性ＥＬ素子を画素とするドットマトリクス構成のＥＬディスプレイを、
フィールド反転駆動方式によって駆動するＥＬディスプレイ表示装置、及びＥＬディスプ
レイの駆動制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無機ＥＬ素子を用いた単純ドットマトリクス構成のＥＬディスプレイは、例えば、車載
用のナイトビジョン（赤外線暗視装置）や周辺監視用の映像表示装置、また、簡易型ナビ
ゲーション装置である所謂ターンバイターンやレーダを用いて前方車両の情報を表示する
装置などに使用されている。そのようなＥＬディスプレイを駆動するＥＬディスプレイを
線順次走査して駆動する場合に階調制御を行うには、電圧変調，パルス数（または周波数
）変調，パルス幅変調の３つの方式がある。
【０００３】
　例えば、特許文献１，２には、夫々電圧変調方式，パルス幅変調方式の一例が開示され
ている。これらは、走査電極を選択した期間（水平同期期間に相当）に、階調データに応
じた電位のデータ電圧、或いは階調データに応じたパルス幅を有するデータ電圧をデータ
電極によって印加するものである。従って、１回の走査期間で階調表示が可能となり、フ
レーム周波数をフリッカが発生する５０～６０Ｈｚ直前まで低下させることができ、走査
線の数を増やすことができることから大画面，高精度なパネル用途に開発が進められてい
る。
【０００４】
　また、例えば、特許文献３，４には、パルス数変調方式を用いた技術が開示されている
。これらは、複数の走査期間あたりの発光回数によって階調レベルを設定するもので、１
回の走査期間に印加されるデータ電圧は、階調制御を行わない場合と同様に単にＥＬ素子
の発光，非発光を決める電圧である。そして、この方式は、階調制御の線形性が良好であ
り、しかも、専用のカラムドライバＩＣを用いる必要もないのでコストアップもしない。
【０００５】
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　ところが、この方式は、複数の走査期間をまとめて１つの階調表示単位を構成するため
、階調レベルに比例して表示周波数が低下することになり、大画面のディスプレイに適用
するとフリッカが発生してしまう。従って、走査電極数が少ない比較的小型のディスプレ
イについては、そのメリットを十分享受することができる。
【特許文献１】特開平２－１４９８８９号公報
【特許文献２】特開平４－２２９８９５号公報
【特許文献３】特開昭６２－１６０２７３号公報
【特許文献４】特開昭６２－１７２３９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、無機ＥＬ素子は交流電圧駆動することが原則である。また、単純マトリクス
型のディスプレイでは線順次走査を行うが、その走査方式には、フィールドリフレッシュ
駆動とフィールド反転（フレーム反転）駆動とがある。フィールドリフレッシュ駆動方式
は、負電圧の走査電圧を１画面分線順次走査で印加した後、リフレッシュパルスと称する
正電圧を全ＥＬ素子に対して同時に印加するものである。このため、リフレッシュパルス
を印加する際には瞬時に大電流が流れることになり、駆動回路が大型化したり、駆動波形
のなまりによって輝度の低下や輝度むらが発生するなどの問題があった。従って、フィー
ルドリフレッシュ駆動方式は、無機ＥＬ素子を用いた製品の比較的初期の段階では広く採
用されていたが、現在はフィールド反転駆動方式が有力である。
【０００７】
　フィールド反転駆動方式は、１画面分の線順次走査を正電圧で行なうと、次の１画面分
の走査は負電圧で行なう、という動作を繰り返すものである。従って、フィールドリフレ
ッシュ駆動方式とは異なり、波形なまりが少なく、高輝度で且つ輝度むらが少ないという
利点がある。
　そして、特許文献３，４に開示されている技術は、フィールドリフレッシュ駆動方式を
採用したものであるが、フィールド反転駆動方式に対してパルス数変調方式を導入した技
術は未だ実用化されていない。この理由は、以下のように考えられる。即ち、フィールド
リフレッシュ駆動方式では、負極性の駆動電圧と正極性のリフレッシュ電圧とを交互に印
加するため、階調を制御するためのデータ電圧は、負極性の走査電圧に重畳すれば良い。
【０００８】
　これに対して、フィールド反転駆動方式では、走査電圧の極性が正，負交互に変化する
ことから、正極性の走査電圧だけに階調制御用のデータ電圧を重畳させてもＥＬ素子は発
光しないため、電圧の印加方式に工夫を要する点が問題であったためと考えられる。
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、容量性ＥＬ素子を画素と
するドットマトリクス型のＥＬディスプレイをフィールド反転駆動方式によって駆動する
構成において、パルス数変調方式を導入したＥＬディスプレイ表示装置、及びＥＬディス
プレイの駆動制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載のＥＬディスプレイ表示装置によれば、表示制御回路は、ＥＬ素子の両端
に印加される走査電圧とデータ電圧との合成電圧の極性を、１回の垂直同期期間毎に交互
に反転させると共に、連続する奇数個の画面の集合を１つの階調表示単位として、且つ、
ＥＬ素子が発光する画面毎に前記合成電圧の極性が反転するように、前記画面の集合に含
まれる各画面の発光／非発光状態を選択して階調表示制御を行う。
　即ち、単に合成電圧の極性を交互に反転させることを前提としても、分極電荷の移動量
が多いのはＥＬ素子に発光レベルの合成電圧を印加した場合である。従って、ＥＬ素子が
発光する画面毎に合成電圧の極性が反転するように制御すれば、ＥＬ素子内部において分
極電荷が大きく偏在してしまうことをより確実に防止して、発光輝度を安定させることが
できる。また、連続する奇数個の画面の集合を階調表示単位とすることで、ＥＬ素子の連
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続する発光が同極性となるために排除される発光パターンの数をより少なくすることがで
きるので、設定された画面数に対して多くの階調数を実現することができる。
【００１０】
　そして、表示単位の画面数を、階調数をｘとすると（２ｘ－３）に設定するので、所定
の階調数を最小の画面数によって実現することができる。即ち、同じ画面数で実現される
階調数を最高にすることが可能となる。尚、ここでの「階調数」には、階調表示単位内に
おいて１画面も発光しない状態も１つの階調レベルに含んでいる。
【００１１】
　請求項２記載のＥＬディスプレイ表示装置によれば、表示制御回路は、合成電圧の印加
時間を変化させるパルス幅変調制御も同時に実施するので、より多くの階調表現を実現す
ることができる。
　請求項３記載のＥＬディスプレイ表示装置によれば、表示制御回路は、パルス幅変調制
御を行うに当たり、一方の電極に印加する電圧のパルス幅を１階調表示単位にわたる連続
した画面について順次変化させるように繰り返し出力し、他方の電極に印加する電圧のパ
ルス幅は最大で一定として、その他方の電極に前記電圧を印加するタイミングを選択する
ことで行う。即ち、出力パルス数が同じ場合でも、他方の電極に電圧を印加するタイミン
グが異なればＥＬ素子に印加される合成電圧のパルス幅が変化することになる。従って、
パルス数変調制御とパルス幅変調制御との組み合わせを簡単に実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　（第１実施例）
　以下、本発明の第１実施例について図１乃至図６を参照して説明する。図４は、容量性
のＥＬ素子である無機ＥＬ素子によって構成されるフラットパネルディスプレイのデバイ
ス構造を示す断面図である。ＥＬディスプレイ１は、ガラス基板２の上に、第１電極３、
第１絶縁層４、発光層５、第２絶縁層６、第２電極７が真空蒸着又はスパッタリングなど
により順次積層されて構成されている。第１電極３と第２電極７とは、互いに直交する方
向に形成されており、例えば、ＩＴＯ(Indium Tin Oxide)やアルミニュウムなどの材質か
らなる。尚、電極３及び７共にＩＴＯ等による透明電極とすれば、透明なＥＬディスプレ
イを構成することができる。
【００１３】
　発光層５は、例えばＺｎＳ，ＺｎＳｅ等の半導体材料で形成され、発光中心材料にＭｎ
を用いた場合は黄橙色、Ｔｂを用いた場合は緑色、Ｓｍを用いた場合は赤色の発光を生じ
るようになる。また、第１絶縁層４、第２絶縁層６は、ＴｉＯ2，ＡｌＯ3，ＳｉＯ2，Ｓ
ｉ3Ｎ4などの誘電体からなる。これらの層の厚さ寸法は、ガラス基板２を除くと凡そ２μ
ｍ程度である。また、耐湿保護のため、接着剤８を介してもう１枚のガラス基板９を張り
合わせている。そして、複数の第１電極３と第２電極７とが交差する点に、ＥＬ素子１０
がマトリクス状に形成されている。
【００１４】
　図５は、ＥＬディスプレイ１を駆動制御する駆動制御部１１の電気的構成を示す機能ブ
ロック図である。ＥＬディスプレイ１は、上述した第１電極３を走査電極（以下、走査電
極３とする）、第２電極７をデータ電極（以下、データ電極７とする）としている。そし
て、走査電極３はロウドライバＩＣ（走査側駆動回路）１２によって駆動され、データ電
極７はカラムドライバＩＣ（データ側駆動回路）１３によって駆動される。尚、ＥＬディ
スプレイ１においてｍ×ｎのマトリクスで配置されるＥＬ素子１０は、図５においてコン
デンサのシンボルで示している。
【００１５】
　ロウドライバＩＣ１２は、具体的には図示しないが、シフトレジスタ、出力制御回路、
電圧出力部、電圧出力部を論理データに基づいて制御するレベルシフト回路などで構成さ
れている。ロウドライバＩＣ１２は、フローティング状態の基準電位FGNDが切換えにより
変動するように構成され、制御回路（表示制御回路）１４より出力される制御信号は、ア
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イソレーション回路１５内部のフォトカプラなどによってレベル変換されるようになって
いる。
【００１６】
　また、ロウドライバＩＣ１２によって出力されるパルス状の走査電圧は、電源回路１６
より与えられる基準電位や各種電圧に基づいてロウコンポジット回路１７で生成されて供
給される。そして、ロウドライバＩＣ１２は、ロウコンポジット回路１７より供給される
パルス状の交流電圧とアイソレーション回路１５を介して与えられる制御信号に基づいて
、走査電極３に線順次走査電圧を出力する。走査電圧は、例えば－２００Ｖ，２５０Ｖの
交流電圧として出力される。
【００１７】
　一方、カラムドライバＩＣ１３も同様に、シフトレジスタ、出力制御回路、電圧出力部
、電圧出力部を論理データに基づいて制御するレベルシフト回路などで構成されている。
カラムドライバＩＣ１３によって出力されるパルス状のデータ電圧は、電源回路１６より
与えられる基準電位や各種電圧に基づいてカラムコンポジット回路１８で生成されて供給
される。そして、カラムドライバＩＣ１３は、カラムコンポジット回路１８より供給され
るパルス状の電圧と制御回路１４より与えられる制御信号に基づいて、データ電極７にデ
ータ電圧を出力する。そのデータ電圧は、約５０Ｖをハイレベル、０Ｖをロウレベルとし
て出力される。
【００１８】
　ここで、走査電圧が２５０Ｖである場合、データ電圧として０Ｖが出力されるとＥＬ素
子１０の両端に印加される合成電圧は２５０ＶとなりＥＬ素子１０は発光し、データ電圧
として５０Ｖが出力されると合成電圧は２００ＶとなりＥＬ素子１０は発光しない。一方
、走査電圧が－２００Ｖである場合、データ電圧として０Ｖが出力されるとＥＬ素子１０
の両端に印加される合成電圧は２００ＶとなりＥＬ素子１０は発光せず、データ電圧とし
て５０Ｖが出力されると合成電圧は２５０ＶとなりＥＬ素子１０は発光する。ここでは，
ＥＬ素子が合成電圧２５０Ｖで発光，２００Ｖで非発光としたが，ＥＬが発光を開始する
閾値電圧は，素子の膜厚，濃度等に依存するため，ＥＬ素子の発光特性により，印加電圧
を調整する必要がある。
【００１９】
　コントローラＩＣである制御回路１４には、外部より映像データ、垂直同期信号、水平
同期信号、クロック（ＣＬＫ）信号が与えられ、それらの入力信号に基づいて各制御信号
をアイソレーション回路１５、ロウコンポジット回路１７、カラムコンポジット回路１８
に夫々出力する。また、アイソレーション回路１５には、回路グランドＧＮＤ及び制御電
源ＶCCを渡している。
【００２０】
　電源回路１６は、スイッチングレギュレータを備えてなるＤＣ－ＤＣコンバータ等で構
成され、外部より与えられる直流電源ＶDDに基づいて＋Ｖrow（２５０Ｖ），－Ｖrow（－
２００Ｖ），Ｖcol（約５０Ｖ）を生成し、ロウコンポジット回路１７，カラムコンポジ
ット回路１８に夫々供給する。また、電源回路１６は、フローティング電位のＦ５Ｖとフ
ローティング基準電位のFGNDをアイソレーション回路１５に渡している。
　ここで、図６には、ＥＬ素子の両端に印加する電圧（画素電圧，合成電圧）と発光強度
との関係を示す。図６（ａ）に示すように、画素電圧の極性が交互に反転すると、ＥＬ素
子は、電圧が印加される毎に略等しい強度で発光する。これに対して図６（ｂ）に示すよ
うに、画素電圧が同極性で連続すると、ＥＬ素子の発光強度は順次低下する。
【００２１】
　次に、本実施例の作用について図１乃至図３も参照して説明する。図３は、ＥＬ素子に
印加する画素電圧のパルス幅を変化させた場合（ａ）と、単位時間当たりの発光回数（即
ち、電圧の印加周波数）を変化させた場合（ｂ）に、ＥＬ素子の発光強度の変化を示すも
のである。この図３に示すように、発光輝度は、画素電圧のパルス幅又は印加周波数が増
加するのに応じて高くなる。特に、図３（ｂ）における印加周波数に対しては、略比例す
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る線形の特性を示している。
【００２２】
　そこで、本実施例では、ＥＬディスプレイ１をパルス数変調によって階調制御するが、
その際に、連続する奇数の画面を１つの階調表示単位として制御する。具体的には３つの
画面（フレーム，垂直同期期間）を階調表示単位（フィールド）として、階調度が「３」
となるように制御する。図１に示すように、各階調表示単位である画面１，２を夫々構成
する３フレームについて表示される画像データは同じであり、その画像データを３フレー
ムの内幾つ表示するかによって階調制御を行う。
　走査電圧は、走査電極３のライン（ロウライン）１からラインｍまで線順次走査を行な
うように出力される。一方、データ電圧は、走査電極３の各ラインが走査される毎にｎド
ット分のデータ（Ｈ、Ｌの組み合わせ）がパラレルに出力される。そして、走査電圧の極
性は、各フレーム毎に交互に反転するようになっている。
【００２３】
　図２は、階調制御を行うための出力パターン（ＥＬ素子１０のＯＮ，ＯＦＦパターン）
であり、「ＯＮ」は画像データを表示すること、「ＯＦＦ」は画像データを表示しないこ
とを示す。階調レベル「０」では３フレーム全てを「ＯＦＦ」にし、階調レベル「２」で
は３フレーム全てを「ＯＮ」にする。そして、それらの中間である階調レベル「１」では
、３フレームの内何れか１フレームだけを「ＯＮ」にする。その場合、「ＯＮ」にするフ
レームは、実現可能性を考慮して各フィールド毎に同じになるようにする。
【００２４】
　図２のように画像のＯＮ，ＯＦＦパターンを設定すると、階調レベル「２」の場合は勿
論、階調レベル「１」の場合でも、画像がＯＮする場合の画素電圧の極性は交互に反転す
るようになる。「ＯＮ」が２回、「ＯＦＦ」が１回となる組み合わせでは、その１回の「
ＯＦＦ」を挟む「ＯＮ」の極性が同じになってしまうため、本制御方式では使用できない
。分極電荷の移動量が多いのはＥＬ素子１０に発光レベルの画素電圧を印加した場合であ
るから、ＥＬ素子１０が発光する毎に画素電圧の極性が反転すれば、ＥＬ素子１０の内部
において分極電荷が大きく偏在してしまうことはない。
【００２５】
　また、人間の視覚が表示画像のフリッカを認識する表示周波数の下限は、一般に５０～
６０Ｈｚであるから、このように階調表示単位を３フレームとする場合は、フレーム周波
数が１８０Ｈｚ以上となるように設定する。
【００２６】
　そして、実現する階調度をｘと設定する場合、階調表示単位の画面数は（２ｘ－３）で
決定すれば良い。即ち、階調度を「４」とする場合、必要な画面数は、２×４－３＝５
となる。この場合のＯＮ，ＯＦＦパターンを想定すると、例えば以下のようになる。尚、
「○」はＯＮ，「×」はＯＦＦに対応する。
　　　階調レベル　ＯＮ回数　Ｆ１　Ｆ２　Ｆ３　Ｆ４　Ｆ５
　　　　　　　　（極性）→　＋　　－　　＋　　－　　＋
　　　　　３　　　　５　　　○　　○　　○　　○　　○
　　　　　－　　　　４　　　○　　○　　○　　○　　×
　　　　　２　　　　３　　　○　　○　　○　　×　　×
　　　　　－　　　　２　　　○　　○　　×　　×　　×
　　　　　１　　　　１　　　○　　×　　×　　×　　×
　　　　　０　　　　０　　　×　　×　　×　　×　　×
　尚、階調レベルに示す「－」は使用できないパターンであることを示す。即ち、画像Ｏ
Ｎ時の極性を交互に反転させるには、フィールドの連続性を考慮した上で、ＯＮの回数が
奇数（１，３，５）、ＯＦＦの回数が偶数になるようにパターンを設定すれば良い。
【００２７】
　ここで、階調表示単位の画面数を「６」とした場合に、階調度をいくつに設定できるか
を考えると、
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　　　階調レベル　ＯＮ回数　Ｆ１　Ｆ２　Ｆ３　Ｆ４　Ｆ５　Ｆ６
　　　　　　　　（極性）→　＋　　－　　＋　　－　　＋　　－
　　　　　３　　　　６　　　○　　○　　○　　○　　○　　○
　　　　　－　　　　５　　　○　　○　　○　　○　　○　　×
　　　　　２　　　　４　　　○　　○　　○　　○　　×　　×
　　　　　－　　　　３　　　○　　○　　○　　×　　×　　×
　　　　　１　　　　１　　　○　　○　　×　　×　　×　　×
　　　　　０　　　　０　　　×　　×　　×　　×　　×　　×
　この場合、画像ＯＮ時の極性を交互に反転させるには、ＯＮの回数が偶数（２，４，６
），ＯＦＦの回数が偶数になるようにパターンを設定すれば良いが、その結果として、設
定可能な階調度は「４」にしかならない。
【００２８】
　即ち、画面数が奇数の場合、「ＯＮの回数、ＯＦＦの回数が夫々偶数になるパターン」
としては、ＯＮの回数が「０」である階調レベル「０」もそのパターンに該当するが、実
際には例外的に使用可能なパターンとなっている。その分だけ、画面数が偶数の場合より
も有利であり、結果として、画面数を（奇数＋１）の偶数にしても実現できる階調度は同
じにしかならない。そして、画面数を奇数とする場合でも、階調度ｘに対して（２ｘ－３
）で設定すれば、同じ画面数で実現できる階調数が最大になる。
【００２９】
　以上のように本実施例によれば、制御回路１４は、ＥＬ素子１０の両端に印加される走
査電圧とデータ電圧との合成電圧の極性を交互に反転させると共に、連続する奇数個の画
面の集合を１つの階調表示単位として、且つ、ＥＬ素子１０が発光する毎に合成電圧の極
性が反転するようにして階調表示制御を行う。従って、ＥＬ素子１０の内部において分極
電荷が大きく偏在してしまうことをより確実に防止して、発光輝度を安定させることがで
きる。また、連続する奇数個の画面の集合を階調表示単位とすることで、ＥＬ素子１０の
連続する発光が同極性となるために排除されるパターンの数がより少なくなり、設定され
た画面数に対して多くの階調数を実現することができる。加えて、表示単位の画面数を、
階調数ｘに対して（２ｘ－３）に設定したので、同じ画面数で実現される階調数を最高に
することができる。
【００３０】
　（第２実施例）
　図７乃至図１１は本発明の第２実施例を示すものであり、第１実施例と同一部分には同
一符号を付して説明を省略し、以下異なる部分についてのみ説明する。図９は、ロウコン
ポジット回路１７と、ロウドライバＩＣ１２とのインターフェイス部分とを示す回路図で
ある。ロウコンポジット回路１７を構成するＰチャネルＭＯＳＦＥＴ２１のソースには＋
Ｖrowが与えられており、ドレインは、抵抗２２を介してロウドライバＩＣ１２の入力端
子ＲＶＳに接続されている。ＦＥＴ２１のゲートには、コンデンサ２３を介して制御信号
ＰＨが与えられており、そのゲートとソースとの間は抵抗２４によって接続されている。
【００３１】
　ＮチャネルＭＯＳＦＥＴ２５のソースは、制御回路側のグランドＧＮＤに接続されてお
り、ドレインは、抵抗２６を介してロウドライバＩＣ１２の入力端子Ｇ２に接続されてい
る。ＦＥＴ２５のゲートには、制御信号ＰＧが与えられている。ＰチャネルＭＯＳＦＥＴ
２７のソースはグランドＧＮＤに接続されており、ドレインは、抵抗２８を介してロウド
ライバＩＣ１２の入力端子Ｇ１に接続されている。ＦＥＴ２７のゲートには、コンデンサ
２９を介して制御信号ＮＧが与えられており、そのゲートとソースとの間は抵抗３０によ
って接続されている。ＮチャネルＭＯＳＦＥＴ３１のソースには－Ｖrowが与えられてお
り、ドレインは、抵抗３２を介してロウドライバＩＣ１２の入力端子FGNDに接続されてい
る。ＦＥＴ３１のゲートには、コンデンサ３３を介して制御信号ＮＨが与えられており、
そのゲートとソースとの間は抵抗３４によって接続されている。
【００３２】
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　図１０は、ロウドライバＩＣ１２の具体構成を、１つの走査電極３について示すもので
ある。サイリスタ３５のアノードは入力端子ＲＶＳに接続されており、カソードはサイリ
スタ３６のアノード及び走査電極３に接続されている。そして、サイリスタ３６のカソー
ドは、入力端子FGNDに接続されている。ダイオード３７のアノードは、入力端子Ｇ１に接
続されており、カソードは、ダイオード３８のアノード及び走査電極３に接続されている
。そして、ダイオード３８のカソードは、入力端子Ｇ２に接続されている。尚、サイリス
タ３５，３６のゲート制御は、ロウドライバＩＣ１２の内部において、ロウコンポジット
回路１７により電圧＋Ｖrow，－Ｖrowが印加されるタイミングと略同時にサイリスタ３５
，３６が夫々オンするように制御される。
【００３３】
　次に、第２実施例の作用について図７，８，１１をも参照して説明する。図７に示すよ
うに、第２実施例では、走査電圧のパルス幅を１フィールドを構成する３つのフレームに
ついて、最大から最小に順次狭くなるように変化させており、その出力パターンを繰り返
すようになっている。
　即ち、図１１に示すように、ロウコンポジット回路１７において、ＦＥＴ２１のみをＯ
Ｎすれば、走査電極３の電位は＋Ｖrowに上昇し（１）、全てのＦＥＴ２１，２５，２７
，３１をＯＦＦすればその電位は維持される。その状態から、ＦＥＴ２５のみをＯＮすれ
ば、走査電極３の電位はグランドレベルとなる（２）。一方、ＦＥＴ３１のみをＯＮすれ
ば、走査電極３の電位は－Ｖrowに下降し（３）、全てのＦＥＴ２１，２５，２７，３１
をＯＦＦすればその電位は維持される。その状態から、ＦＥＴ２７のみをＯＮすれば、走
査電極３の電位はグランドレベルとなる（４）。従って、上記（１）～（２）間の時間、
（３）～（４）間の時間を変化させることで、走査電圧のパルス幅を変化させることがで
きる。
【００３４】
　そして、第２実施例では、図８に示すパターンでＥＬ素子１０を発光させることで、階
調数「５」を実現している。即ち、第１実施例では、階調レベル「１」として、ＥＬ素子
１０のＯＮパターンを３種類挙げたが、第２実施例では、そのＯＮパターンの変化によっ
て、出力パルス数が同じ「１」であっても、パルス幅変調制御によって階調レベルが３段
階に変化することになる。何故なら、走査電圧のパルス幅は、各フィールド毎にＷ（広）
，Ｍ（中），Ｎ（狭）の変化パターンを繰り返しているので、フレーム１，２，３の何れ
でＥＬ素子１０がＯＮするかによって、パルス幅変調制御が行われるからである。
【００３５】
　以上のように第２実施例によれば、制御回路１４は、合成電圧の印加時間を変化させる
パルス幅変調制御も同時に実施するので、より多くの階調表現を実現することができる。
そして、パルス幅変調制御を行うに当たり、走査電極３に印加する電圧のパルス幅を１階
調表示単位にわたる連続した３画面について順次変化させるように繰り返し出力し、デー
た電極７に印加するデータ電圧のパルス幅は最大で一定として、データ電圧を印加するタ
イミングを選択することで行うようにした。従って、パルス数変調制御とパルス幅変調制
御との組み合わせを簡単に実現することができる。
【００３６】
　本発明は上記し且つ図面に記載した実施例にのみ限定されるものではなく、以下のよう
な変形又は拡張が可能である。
　第２実施例において、走査電圧のパルス幅は次第に広くなるように変化させても良い。
また、走査電圧のパルス幅を一定として、データ電圧のパルス幅を変化させても良い。そ
の場合、出力パルス数が同一のパターンは、発光レベルのデータ電圧の印加タイミングが
同じになるようにしても良い。
【００３７】
　また、具体回路構成は図示したものに限らず、少なくとも発明の要件が実施可能なもの
であれば、詳細が異なるものであっても問題はない。
【図面の簡単な説明】
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【００３８】
【図１】本発明の第１実施例であり、階調表示単位に基づいてパルス数変調制御を行うた
めの電圧の出力状態を示す図
【図２】階調制御を行うためのＥＬ素子のＯＮ，ＯＦＦパターンを示す図
【図３】ＥＬ素子に印加する画素電圧のパルス幅を変化させた場合（ａ）と、画素電圧の
印加周波数を変化させた場合（ｂ）に、ＥＬ素子の発光強度の変化を示す図
【図４】無機ＥＬ素子によって構成されるフラットパネルディスプレイのデバイス構造を
示す断面図
【図５】ＥＬディスプレイを駆動制御する表示装置の電気的構成を示す機能ブロック図
【図６】ＥＬ素子の両端に印加する電圧と発光強度との関係を示すもので、（ａ）は電圧
極性が交互に変化する場合、（ｂ）は電圧極性が同極性で連続する場合を示す図
【図７】本発明の第２実施例を示す図１相当図
【図８】図２相当図
【図９】ロウコンポジット回路と、ロウドライバＩＣとのインターフェイス部分とを示す
回路図
【図１０】ロウドライバＩＣの具体構成を、１つの走査電極について示す図
【図１１】走査電圧のパルス幅制御を行うためのロウコンポジット回路におけるスイッチ
ングパターン（ｂ）と、それに応じた走査電圧波形の変化（ａ）を示す図
【符号の説明】
【００３９】
　図面中、１はＥＬディスプレイ、３は走査電極、７はデータ電極、１０はＥＬ素子、１
２はロウドライバＩＣ（走査側駆動回路）、１３はカラムドライバＩＣ（データ側駆動回
路）、１４は制御回路（表示制御回路）を示す。

【図１】 【図２】
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【図６】 【図７】



(11) JP 4360170 B2 2009.11.11

【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】



(12) JP 4360170 B2 2009.11.11

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｋ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｚ          　　　　　

(56)参考文献  特開平１１－２３１８３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－３５２９２０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１８６４４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第０２／０１１１１４（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開昭６０－１２９７９３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０９２４１０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３０　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　
              Ｈ０５Ｂ　　３３／１４　　　　



专利名称(译) EL显示器的EL显示器和驱动控制方法

公开(公告)号 JP4360170B2 公开(公告)日 2009-11-11

申请号 JP2003344339 申请日 2003-10-02

[标]申请(专利权)人(译) 日本电装株式会社

申请(专利权)人(译) Denso公司

当前申请(专利权)人(译) Denso公司

[标]发明人 金子高久
鈴木浩高

发明人 金子 高久
鈴木 浩高

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H05B33/14

FI分类号 G09G3/30.K G09G3/30.J G09G3/20.621.B G09G3/20.641.A G09G3/20.641.B G09G3/20.641.E G09G3
/20.641.K H05B33/14.Z

F-TERM分类号 3K007/AB02 3K007/AB06 3K007/AB17 3K007/GA00 3K007/GA04 3K107/AA07 3K107/BB01 3K107
/BB08 3K107/CC02 3K107/CC33 3K107/CC43 3K107/CC45 3K107/EE02 3K107/HH00 3K107/HH04 
5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/DD01 5C080/EE29 5C080/FF07 5C080/FF12 5C080/HH09 5C080
/JJ02 5C080/JJ04 5C080/JJ05 5C080/JJ06 5C380/AA02 5C380/AB05 5C380/AC13 5C380/BA05 
5C380/BA11 5C380/BA20 5C380/BB09 5C380/CA08 5C380/CB01 5C380/CF07 5C380/CF24 5C380
/CF40 5C380/CF41 5C380/CF43 5C380/CF46 5C380/CF70 5C380/DA01 5C380/DA06 5C380/DA07 
5C380/DA08 5C380/DA09 5C380/DA16

代理人(译) 佐藤 强
小川 清

审查员(译) Naoaki桥本

其他公开文献 JP2005107444A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种EL显示器显示装置，其中在通过场反转驱动方
法驱动使用电容EL元件作为像素的点阵型EL显示器的配置中引入脉冲数
调制系统。 控制电路交替地反转施加到EL元件两端的扫描电压和数据电
压的复合电压的极性，并将一组连续的奇数屏幕设置为一个灰度显示单
元。并且，执行灰度显示控制，使得每次EL元件发光时复合电压的极性
反转。 点域1
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